
 

件   名  亀山市教育委員会教育長の給
与、勤務時間等に関する条例 

企画総務部 
人事情報室 

１ 制定・改廃の背景と趣旨  

地方教育行政における責任体制の明確化、迅速な危機管理体制の構築等の

ため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」

（平成２６年法律第７６号）が平成２７年４月１日から施行され、教育委員

会の委員長と教育長を一本化した教育長（以下「新教育長」といいます。）

を置くこととなりました。  

市においては、平成２８年４月１日から新教育長制度へ移行するため、本

条例を制定するものです。  

２ 制定内容  

（１）新教育長について、給与及びその支給方法、勤務時間その他の勤務条件

並びに職務に専念する義務の特例に関し必要な事項を定めるものとします。

 ＜第１条関係＞

（２）新教育長に支給する給与は、給料、期末手当及び退職手当とします。  

＜第２条関係＞

（３）新教育長の給料の額は、月額６５万円とし、その支給は一般職の職員の

例によることとします。 ＜第３条関係＞  

（４）新教育長の期末手当の支給は、市長及び副市長の例によることとします。

 ＜第４条関係＞

（５）新教育長の退職手当は、給料月額に在職年数を乗じて得た額に１００分

の２００を乗じて得た額を任期ごとに支給することとし、その支給は市長

及び副市長の例によることとします。 ＜第５条関係＞  

（６）新教育長の勤務時間その他の勤務条件については、一般職の職員の例に

よることとします。 ＜第６条関係＞  

（７）新教育長の職務に専念する義務の免除については、亀山市職員の職務に

専念する義務の特例に関する条例（平成１７年亀山市条例第３０号）の適用

を受ける職員の例によることとします。 ＜第７条関係＞  

 
 
 



 

３ その他  

（１）施行日は、平成２８年４月１日とします。  

（２）附則において、亀山市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条

例（平成１７年亀山市条例第４２号）は、廃止します。  

（３）平成２８年４月１日から平成２９年２月５日までの間（以下「特例期間」

といいます。）に支給する給料の額は、１００分の５を乗じて得た額を減

じた額とする特例措置を設けます。  

（４）特例期間に支給する退職手当の額は、１００分の２０を乗じて得た額を

減じた額とする特例措置を設けます。  

 



亀山市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例をここ

に公布する。  

  平成２８年３月２９日  

       亀山市長  櫻  井  義  之  

亀山市条例第３号  

 

亀山市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例  

 

 （趣旨）  

第１条  こ の 条 例 は 、地 方 自 治 法（ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ）第

２０４条第３項の規定に基づく亀山市教育委員会教育長（以下「教

育長」という。）の給与及びその支給方法、教育長の勤務時間その

他 の 勤 務 条 件 並 び に 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律

（昭和３１年法律第１６２号）第１１条第５項の規定に基づく教

育長の職務に専念する義務の特例に関し必要な事項を定めるもの

とする。  

 （給与の種類）  

第２条  教育長の給与は、給料、期末手当及び退職手当とする。  

 （給料）  

第３条  教育長の給料の額は、月額６５万円とする。  

２  給料の支給については、一般職の職員の例による。  

 （期末手当）  

第４条  教育長の期末手当の支給については、亀山市長及び副市長

の給与に関する条例（平成１７年亀山市条例第４１号）の適用を

受ける市長及び副市長（次条において単に「市長及び副市長」と

いう。）の例により支給する。  

（退職手当）  

第５条  教育長が退職した場合には、退職手当を支給する。  

２  前項の退職手当は、教育長の任期ごとに支給する。  

３  退職手当の額は、退職した日における給料月額に、教育長とし



ての在職年数を乗じて得た額に、１００分の２００を乗じて得た

額とする。  

４  前３項に定めるもののほか、退職手当の支給については、市長

及び副市長の例による。  

 （勤務時間等）  

第６条  教育長の勤務時間その他の勤務条件については、一般職の

職員の例による。  

（職務に専念する義務の免除）  

第７条  教育長の職務に専念する義務の免除については、亀山市職

員の職務に専念する義務の特例に関する条例（平成１７年亀山市

条例第３０号）の適用を受ける職員の例による。この場合におい

て、同条例中「任命権者又はその委任を受けた者」とあり、及び

「任命権者」とあるのは、「教育委員会」とする。  

附  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、平成２８年４月１日から施行する。  

 （亀山市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例の廃

止）  

２  亀山市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例（平

成１７年亀山市条例第４２号）は、廃止する。  

（平成２８年４月１日から平成２９年２月５日までの間に支給す

る給料の額に関する特例措置）  

３  平成２８年４月１日から平成２９年２月５日までの間（次項に

おいて「特例期間」という。）に支給する教育長の給料の額は、第

３条第１項の規定にかかわらず、同項に規定する給料の月額から

当該額に１００分の５を乗じて得た額を減じた額とする。  

４  特例期間に支給する教育長の退職手当の額は、第５条第３項の

規 定 に か か わ ら ず 、同 項 の 規 定 に よ り 計 算 し た 額 か ら 当 該 額 に

１００分の２０を乗じて得た額を減じた額とする。  


